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C-21 スケール表を用いた NIPPV使用時間の違いによる苦痛の比較
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[目的]非侵襲的人工呼吸法(以後 NIPPV

とする。)は、近年様々な症例に対して使用

され、持続的に NIPPVを使用した場合の利

点と欠点は、いろいろ報告されている。当

院集中治療部では、 NIPPVを短時間・間欠的

に使用する場合と長時間・持続的に使用す

る場合がある。そこで短時間・間欠的に使

用する場合にも苦痛が伴うのか、また種類

や程度には長時間・持続的の使用時と差が

あるのか比較検討した。

[方法l研究期間は 2001年 5月 7日~

200 2年 5月 30日。使用機器は、

RASPIRONICS社製、 BiPAPVisionを用い、

フェイスマスクをベルトで固定し、使用し

た。人工呼吸器の設定は患者の状態により

医師が決定するため一定ではなかった。

[対象]術後、肺合併症予防の目的で 1回

の使用時間を 15分前後とし、 1日に 3回

~5 回間欠的に使用する場合を短時間群、

急性呼吸不全に陥り、換気補助の目的で呼

吸状態が改善するまで持続的に使用する群

を長時間群とした。症例数は短時間群 23 

例、平均年齢 66.7歳::!::5.8歳。長時間群は

6例、平均年齢 74.1歳土8.4歳、長時間群

の平均使用時間は 340分::!::452.8分で、あった。

[聴取方法]認定尺度法の順位尺度を用い、

Oを全く苦痛がない、 10を耐えがたい苦痛

とした。スケール表の聴取する項目立、 NIPPV

による苦痛の有無、呼吸困難感による苦痛、

創痛による苦痛、陽圧による苦痛、音によ

る苦痛、臭いによる苦痛、覆われることに

よる苦痛、その他を設定した。聴取する時

期は、短時間群は初回 NIPPVの使用直後、

長時間群は医師の指示で終了した直後に各

種類ごとの苦痛の程度を対象者が提示され

たスケール表を指差し回答した。

[評価方法]苦痛の有無はフィッシャーの

直接確立計算法を用いて、苦痛の程度と種

類はマンホイットニ検定を用いた。[結果]

苦痛の有無、程度、種類のいずれも 2群間

で、統計学的有意差を認めなかった。

【考察]我々は長時間群に比べ短時間群で

NIPPVを使用するほうが苦痛は少ないと考え

たが、研究の結果からは、 2群にほとんど

差はなく、 NIPPVにはその使用時間に関係な

く苦痛が伴うことがわかった。苦痛の種類

のうち、「音Jr臭しリに関する訴えは少な

かった。対象が手術後であることから「創

痛」の増悪を想定したが NIPPVを使用する

ことで倉1]痛が増強することはなかった。

NIPPVを効果的に行うためには、気管内挿管

時の人工呼吸器の設定値よりも高い圧が必

要である。圧を上げると圧迫感・不快感が

増し、かえって呼吸困難感を増強させるこ

とから「呼吸困難感」も高い割合を占めて

いた。「マスクで覆われる Jr陽圧」は先行

文献と同様に訴えが多かった。今後は看護

師のためのNIPPV導入マニュアルを作成し、

導入時に患者への十分な説明を行うことと、

NIPPV中の患者の訴えに対し、迅速に対処す

ることで苦痛を軽減し、効果的に NIPPVを

行えるようにしていきたい。今回の研究で

は、症例数が少ないこと、 2群間で患者背景

の違いがあったこと、導入時、患者への説

明が統ーされていなかった、など不備な点

もあり 2群間に有意差を認めなかった。こ

れらの条件を満たし、更に症例を重ねるこ

とを今後の研究課題としたい。

[まとめ]短時間の NIPPV使用でも長時間

使用時とほぼ同等の苦痛は伴うことが示唆

されたの




